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令
和
七
年
四
月
一
日
付
け
で
東
京
都
西
多
摩

建
設
事
務
所
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
出
戸
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

（
一
社
）
西
多
摩
建
設
業
協
会
並
び
に
会
員
企
業

の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
当
事
務
所
の
事
業
推
進

に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

御
協
会
の
前
身
と
な
る
団
体
か
ら
数
え
て
百

年
以
上
の
間
、
西
多
摩
地
域
に
お
け
る
建
設
業
の

発
展
、
地
域
経
済
や
防
災
・
減
災
、
環
境
保
全
等

の
社
会
貢
献
と
い
っ
た
役
割
を
強
力
に
推
進
さ

れ
て
き
た
歴
史
を
拝
見
し
、
改
め
て
そ
の
ご
功
績

に
感
謝
の
意
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

 

本
年
三
月
十
八
日
深
夜
三
時
頃
、
檜
原
村
南
郷

地
内
に
て
斜
面
崩
壊
が
発
生
し
、
一
般
都
道
二
〇

六
号
線
（
檜
原
街
道
）
が
七
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

り
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
小
規
模

な
崩
落
が
断
続
的
に
続
く
中
、
十
分
に
安
全
を
確

保
し
な
が
ら
堆
積
し
た
土
砂
の
搬
出
や
倒
れ
た

樹
木
の
除
去
、
電
柱
電
線
の
移
設
、
車
道
の
仮
設

復
旧
を
進
め
、
四
月
十
二
日
に
は
、
全
長
七
メ
ー

ト
ル
以
下
の
車
両
の
片
側
交
互
通
行
に
よ
る
交

通
開
放
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
天
候
の
悪

化
に
よ
り
一
時
作
業
の
中
断
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
も
あ
り
ま
し
た
が
、
継
続
し
復
旧
を
進
め

た
結
果
、
四
月
二
十
一
日
午
前
九
時
よ
り
、
大
型

車
両
を
含
む
全
て
の
車
両
の
片
側
交
互
通
行
が 

 

「
西
建
協
だ
よ
り
」
で
は
、
管
内
の
様
々
な
行
政

機
関
の
方
々
か
ら
機
会
あ
る
ご
と
に
ご
寄
稿
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
四
月

よ
り
着
任
さ
れ
ま
し
た
、
東
京
都
西
多
摩
建
設
事

務
所
長
長
戸
剛
様
、
東
京
都
森
林
事
務
所
長
松
川 

敦
様
よ
り
ご
寄
稿
を
頂
き
ま
し
た
の
で
掲
載
を

致
し
ま
す
。 

 

着
任
の
ご
挨
拶 

東
京
都
西
多
摩
建
設
事
務
所 

所
長 

出
戸 

剛 
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
全
面
交
通
開

放
に
向
け
た
復
旧
作
業
を
全
力
で
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

本
事
務
所
と
し
ま
し
て
は
、
山
間
部
に
お
け
る

災
害
時
等
の
代
替
路
と
な
る
ダ
ブ
ル
ル
ー
ト
化

を
鋭
意
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年
三
月
十
六
日

に
は
、
日
の
出
町
大
久
野
か
ら
青
梅
市
梅
郷
一
丁

目
ま
で
の
梅
ヶ
谷
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
約
一.

五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
新
設
道
路
を
交
通
開
放
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
沿
線
地
域
の
孤
立
化
を

防
ぐ
な
ど
、
地
域
の
防
災
性
の
向
上
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
多
摩
川
南
岸
道
路
（
丹
三
郎
）
、

秋
川
南
岸
道
路
（
下
元
郷
）
の
事
業
を
引
き
続
き

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

西
建
管
内
の
山
岳
道
路
は
二
千
を
超
え
る
斜

面
を
有
し
て
お
り
、
日
常
点
検
等
で
斜
面
の
状
況

を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
道
路

災
害
防
除
工
事
を
実
施
し
、
奥
多
摩
周
遊
道
路
を

含
む
道
路
の
安
全
性
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
維
持
管
理
の
面
で
は
、
老
朽
化
し
た
橋
梁
や

ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
計
画
的
に
長
寿
命
化
工
事

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
急
傾
斜
地
崩

壊
防
止
や
砂
防
事
業
な
ど
の
土
砂
災
害
対
策
を

着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

市
街
地
で
は
、
渋
滞
の
緩
和
や
安
全
性
の
向
上

の
た
め
千
ケ
瀬
バ
イ
パ
ス
の
延
伸
、
志
茂
及
び
箱

根
ケ
崎
に
お
け
る
道
路
と
鉄
道
と
の
立
体
交
差

化
事
業
、
吉
野
街
道
や
秋
川
街
道
等
に
お
け
る
歩

道
設
置
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

一
方
、
降
雪
時
に
お
け
る
道
路
交
通
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
貴
協
会
の
会
員
企
業
の
皆
様
に

除
雪
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
の
降

雪
の
際
に
も
ご
尽
力
を
賜
る
な
ど
、
会
員
企
業
の

皆
様
に
は
、
例
年
、
昼
夜
を
問
わ
ず
除
雪
作
業
を

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

西
多
摩
地
域
の
安
全
性
向
上
と
発
展
に
向
け
、

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
続
き
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
西
多
摩
地
域
の 

こ
の
度
、
令
和
七
年
四
月
一
日
付
け
で
、
東
京

都
森
林
事
務
所
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
松
川

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
、
東
京
都
の
治
山
・
林
道
事
業

を
は
じ
め
、
森
林
・
林
業
行
政
の
推
進
に
、
多
大

な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
東
京
で
は
西
多
摩
地
域
を
中
心
に
森
林

が
広
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
森
林
は
、
山
地
災

害
の
防
止
、
水
源
の
か
ん
養
、
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
、
木
材
の
供
給
な
ど
の
多
面
的
な
機
能
を
持

ち
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、

森
林
を
健
全
に
育
成
・
整
備
・
保
全
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
当
事
務
所
で
は
、
森
林
整
備
に

不
可
欠
な
基
盤
施
設
で
あ
る
林
道
の
整
備
と
維

持
管
理
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
市
町
村
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
林
道
の
新
規
開
設
と
と
も

に
、
林
業
機
械
の
大
型
化
に
対
応
す
る
た
め
、
既

設
林
道
の
改
修
、
高
規
格
化
を
積
極
的
に
進
め
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
林
道
の
整
備
を
つ
う
じ

て
、
東
京
の
木 

多
摩
産
材
の
生
産
強
化
や
森
林

施
業
の
効
率
化
と
と
も
に
、
林
業
の
振
興
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

近
年
は
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
大
規
模
な

災
害
が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。
急
峻
な
山
地
を
抱

え
る
多
摩
地
域
で
も
、
山
地
災
害
の
発
生
が
心
配

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
り
、
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
事
務
所
で
は
、
災
害
発
生
時
に

お
け
る
崩
壊
地
や
荒
廃
渓
流
の
復
旧
治
山
事
業

に
迅
速
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
落
石
被
害
な
ど

を
未
然
防
止
す
る
予
防
治
山
に
も
積
極
的
に
対

応
し
て
お
り
ま
す
。 

一
方
、
個
々
の
工
事
現
場
に
お
い
て
は
、
週
休2

日
制
の
導
入
や
熱
中
症
対
策
な
ど
、
労
働
環
境
の 

未
来
の
た
め
に
お
力
添
え
を
頂
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

 

着
任
の
ご
挨
拶 

 
 
 

東
京
都
森
林
事
務
所 

所
長 

松
川 

敦 

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

 

向
上
や
安
全
対
策
の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

当
事
務
所
で
は
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
た
設
計
積
算
と
と
も
に
、
竣
工

書
類
の
簡
素
化
、
発
注
時
期
の
平
準
化
な
ど
、
円
滑
な
工
事
施
工
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
貴
協
会
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

結
び
に
、
貴
協
会
と
会
員
の
皆
様
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

熱
中
症 

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

（
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
対
策
） 

 

気
温
の
高
い
夏
季
に
は
、
熱
中
症
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
適
切
な
対 

策
を
と
り
熱
中
症
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

熱
中
症
の
重
篤
化
を
防
止
す
る
た
め
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
が
改
正
さ

れ
、
令
和
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
改
正
に
よ
り
、
以
下
の
措
置
が
事
業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。 

 

一 

熱
中
症
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
作
業
（
※
）
を
行
う
際
に
、 

 

①
「
熱
中
症
の
自
覚
症
状
が
あ
る
作
業
者
」 

 

②
「
熱
中
症
の
お
そ
れ
が
あ
る
作
業
者
を
見
つ
け
た
者
」 

が
そ
の
旨
を
報
告
す
る
た
め
の
体
制
（
連
絡
先
や
担
当
者
）
を

事
業
場
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
定
め
、
関
係
作
業
者
に
対
し
て
周

知
す
る
こ
と 

 

二 

熱
中
症
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
作
業
（
※
）
を
行
う
際
に
、 

 

①
作
業
か
ら
の
離
脱 

 

②
身
体
の
冷
却 

 

③
必
要
に
応
じ
て
医
師
の
診
察
又
は
処
置
を
受
け
さ
せ
る
こ
と 

 

④
事
業
場
に
お
け
る
緊
急
連
絡
網
、
緊
急
搬
送
先
の
連
絡
先
及
び
所

在
地
等
な
ど
、
熱
中
症
の
症
状
の
悪
化
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
に
関
す
る
内
容
や
実
施
手
順
を
事
業
場
ご
と
に
あ
ら
か

じ
め
定
め
、
関
係
作
業
者
に
対
し
て
周
知
す
る
こ
と 

 

※ 

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
（
湿
球
黒
球
温
度
）
２
８
度
又
は
気
温
３
１
度
以
上
の

作
業
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
作
業
で
、
継
続
し
て
１
時
間
以
上
又
は
１
日

当
た
り
４
時
間
を
超
え
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の 

 

詳
細
は
東
京
労
働
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。 

 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

 

https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo
-roudoukyoku/newpag

e_00329.html 
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  ４ 月 事 業 計 画  

 

４日 事業委員会 

１１日 災害対策安全委員会 

１４日 広報委員会３６９号編集 

１４日 総務委員会 

１５日 理事会 

  ５ 月 事 業 計 画  

 

１６日 事業委員会 

１９日 広報委員会３７０号編集 

１９日 総務委員会 

２０日 理事会 

２４日 災害対策安全委員会 

２７日 西建協 協会 第５回通常総会、 

組合 第５６回通常総会 

３０日 西建協 若手経営者の会 令和７年度 通常総会 

 

◇ あ と が き ◇ 

これから梅雨に入り、現場で働く皆様にとって、とても

過酷な作業環境となります。 

また、熱中症のリスクも高くなり、事業者としての対策

を講じていかなければなりませんが、個々の日常生活での

対策が重要です。入浴もシャワーでなく湯船につかる、適

度な運動で汗をかくなど、梅雨から過酷な夏に向けて、今

からしっかりと身体を暑熱順化する事を心掛けましょう。 

水分補給が最も重要ですが、アルコールでは水分補給には

なりません、飲めば飲むほど脱水状態になりますので、 

くれぐれもお気を付けください。                    

広 報 委 員 会 

西
建
協 

協
会 

第
５
回
通
常
総
会 

 

組
合 

第
５
６
回
通
常
総
会 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
催 

 

令
和
７
年
５
月
２
７
日
に
て
、
一
般
社
団
法
人
西

多
摩
建
設
業
協
会
第
５
回
通
常
総
会
、
な
ら
び
に
西

多
摩
建
設
業
協
同
組
合
第
５
６
回
通
常
総
会
を
あ
き

る
野
市
、
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
ホ
ー
ル
に
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
提
案
い
た
し
ま
し
た
全
議
案
は
、
承
認

可
決
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
、

役
員
改
選
に
て
新
た
に
岩
浪
岳
史
氏
が
新
た
に
理
事

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
詳
細
は
次
号
に
て
掲
載

し
ま
す
。
ま
た
、
総
会
懇
親
会
で
は
、
井
上
信
治
衆

議
院
議
員
、
地
元
選
出
都
議
会
議
員
の
皆
様
、
西
多

摩
８
市
町
村
長
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。 

～これからの花の見どころイベント～ 

 

吹上花しょうぶまつり 

令和７年５月３１日～６月１５日 

ウェブサイト 

https://www.city.ome.tokyo.jp/site/omek

anko/103486.html 

 QR コード： 

   

 

  

  

 

 

 建災防西多摩分会 

 

令和７年度 全国安全週間説明会、令和７年度通常総会開催案内 

 

 日時：令和７年６月２０日（金） １５時～ 

 

 会場：あきる野市 あきる野ルピア３階 産業情報研修室 

 

令和７年度 全国安全週間スローガン 

 

   「 多様な仲間と 築く安全 未来の職場 」 
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